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の
古
像





総

説

滋
賀
県
は
日
本
列
島
、
本
州
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
県
域
の
総
面
積
は
四
〇
一
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
周
囲
を

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
盆
地
と
な
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
県
土
の
六
分
の
一
を

占
め
る
琵
琶
湖
が
あ
る
。
本
州
島
の
最
狭
部
に
立
地
し
、
気
候
的
に
は
、
日
本
海
型
気
候
区
と
太
平
洋
型
気
候
区
そ
し
て
瀬
戸
内
型

気
候
区
が
接
し
た
位
置
に
あ
り
、
と
く
に
北
東
部
は
北
陸
型
の
気
候
を
示
し
、
積
雪
も
多
い
。
北
西
部
を
福
井
県
、
東
は
岐
阜
県
、

南
東
部
を
三
重
県
、
そ
し
て
南
西
部
は
京
都
府
と
接
し
て
お
り
、
近
畿
地
方
で
最
も
東
に
位
置
し
て
い
る
。
一
般
に
、
県
土
の
西
部

を
湖
西
、
南
西
部
を
湖
南
、
南
東
部
を
湖
東
、
東
部
か
ら
北
部
を
湖
北
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。
律
令
制
の
成
立
期
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
、
近
江
国
と
し
て
東
山
道
で
東
国
に
行
く
た
め
に
最
初
に
通
過
す
る
国
で
あ
り
―
―
平
安
時
代
以
降
は
、
東
海
道
の
最
初
の
国

で
も
あ
る
―
―
、
首
都
に
接
し
た
国
と
し
て
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
富
や
文
化
が
集
積
さ
れ
る
地
域
と
も
な
る
。
そ
の
複
雑
な
自
然

地
形
や
気
候
区
分
な
ど
も
あ
っ
て
、
農
業
生
産
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
性
の
高
さ
は
特
筆
に
値
す
る
。
豊
か
な
こ
の
地
で
展
開
さ
れ

る
人
び
と
の
歴
史
は
、
常
に
そ
の
時
代
の
動
向
と
と
も
に
動
き
、
中
央
の
政
治
史
や
経
済
史
は
も
と
よ
り
、
宗
教
史
や
文
化
史
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
刮
目
に
値
す
る
動
き
を
伝
え
て
い
る
。
近
江
国
は
、
明
治
維
新
以
降
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
分
割
さ

れ
る
も
の
の
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
、
滋
賀
県
と
し
て
再
統
合
さ
れ
、
一
部
の
移
動
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
近
江
一
国
を

滋
賀
県
と
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
理
的
な
事
情
も
あ
っ
て
、
律
令
制
が
成
立
す
る
段
階
か
ら
、
大
津
宮
―
―
近
江
大
津
宮
―
―
や
紫
香
楽
宮
、
ま
た

３



保
良
宮
な
ど
の
王
宮
が
営
ま
れ
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
都
市
計
画
や
社
寺
文
化
も
栄
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
年
、
こ
れ
ら
の
宮
跡
に

か
か
わ
る
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
な
ど
で
は
、
語
り
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
近
江
国
の

豊
か
な
歴
史
的
文
化
的
遺
産
は
、
す
で
に
、
崇
拝
の
対
象
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
各
地
の
古
像
の
数
量
的
な
多
さ
か
ら
し
て
、
周
知

で
あ
っ
た
。
国
指
定
文
化
財
の
数
量
か
ら
す
る
と
、
彫
刻
分
野
で
国
宝
四
件
と
と
も
に
重
要
文
化
財
が
三
七
五
件
と
な
っ
て
い
る

（
二
〇
一
三
年
一
二
月
現
在
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）。
そ
の
う
ち
の
か
な
り
の
像
が
平
安
時
代
の
作
と
し
て
指
定
さ
れ

て
お
り
、
斯
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
近
江
の
仏
像
の
貴
重
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
滋
賀
県
指
定
文
化
財
や
各
市
の
指
定
に
な
る

仏
像
も
多
く
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
指
定
に
か
か
っ
て
い
な
い
古
像
も
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
新
た
に
報
告
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
未
知

の
像
も
そ
れ
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

注
目
に
値
す
る
近
江
の
仏
像
で
あ
る
が
、
現
状
、
そ
の
研
究
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
滋
賀
県
の
文
化
財
研
究

の
先
達
と
も
い
う
べ
き
景
山
春
樹
・
近
藤
豊
・
宇
野
茂
樹
・
宇
野
健
一
・
西
田
弘
の
各
氏
に
よ
っ
て
監
修
さ
れ
た
『
近
江
文
化
財
全

集
』
上
下
（
近
江
史
跡
会
編
・
一
九
七
四
年
）
が
、
仏
像
も
ふ
く
め
た
早
期
の
全
般
的
な
成
果
で
あ
り
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
宇
野

茂
樹
氏
の
著
作
（
宇
野：

一
九
七
四
年
）
は
、
白
鳳
寺
院
の
出
土
作
例
や
金
銅
仏
か
ら
、
近
世
の
仮
面
な
ど
を
も
網
羅
し
た
幅
広
い

専
門
書
と
し
て
先
駆
的
な
業
績
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
肩
を
並
べ
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
、
画
期
的
な
論
著
と
い
え
よ
う
。

戦
後
の
右
肩
あ
が
り
に
成
長
す
る
経
済
発
展
の
な
か
、
約
一
〇
年
ご
と
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
美
術
全
集
の
一
環
と
し
て
、
各
地
の

社
寺
の
建
築
や
宝
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
日
本
古
寺
美
術
全
集
』
が
発
刊
さ
れ
、
近
江
に
関
す
る
二
冊
と
し
て
、『
延
暦
寺
・
園
城

寺
と
西
教
寺
』（
濱
田
隆
編：

一
九
八
〇
年
）
と
『
石
山
寺
と
近
江
の
古
寺
』（
伊
藤
延
男
編：

一
九
八
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
い

ず
れ
も
、
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
作
例
に
詳
細
な
解
説
を
付
す
と
と
も
に
、
編
者
を
は
じ
め
と
し
た
第
一
線
の
研
究
者
に
よ
っ
て
関

連
す
る
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
近
江
の
、
と
く
に
仏
教
美
術
に
か
か
わ
る
概
論
や
専
論
が
少
な
か
っ
た
な
か
で
、
大
部
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
に
、
近
江
の
仏
像
を
網
羅
的
に
扱
っ
た
好
著
が
発
刊
さ
れ

４



て
い
る
。
西
川
杏
太
郎
氏
に
よ
る
「
日
本
の
美
術
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
は
（
西
川
杏
太
郎：

一
九
八
五
年
）、
主
と
し
て
平
安
時
代

の
作
例
に
視
点
を
据
え
た
も
の
で
、
多
く
の
作
例
の
編
年
や
機
能
面
な
ど
で
の
弁
別
に
力
を
注
が
れ
な
が
ら
、
時
系
列
で
通
史
的
な

展
開
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
久
野
健
氏
編
集
に
よ
る
総
合
的
な
書
物
は
、
世
界
の
仏
像
を
網
羅
的
に
収
録
し
よ
う
と
さ
れ
た
壮
大
な

企
画
の
一
冊
で
（
久
野
健：

一
九
八
七
年
）、
現
在
で
も
極
め
て
有
用
な
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
旅
行
と
の
関
連
か
ら

出
版
さ
れ
た
一
般
書
の
な
か
に
近
江
の
仏
像
を
網
羅
的
に
扱
っ
た
「
仏
像
を
旅
す
る
」
シ
リ
ー
ズ
の
主
に
二
冊
が
近
江
を
扱
っ
て
い

る
（
松
島
健
編：
一
九
八
九
年
／
鷲
塚
泰
光
編：

一
九
八
九
年
）。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
近
江
の
仏
像
を
網
羅
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
、
注
目
が
集
ま
る
よ

う
な
現
象
が
あ
ら
わ
れ
る
。
近
江
の
仏
像
は
、
石
山
寺
を
は
じ
め
延
暦
寺
（
塚
本
善
隆
他：

一
九
七
一
年
）
や
園
城
寺
（
石
田
茂
作

他：

一
九
七
一
年
）
な
ど
の
大
寺
院
に
あ
る
程
度
の
集
中
が
み
ら
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
圧
倒
的
に
多
数
の
像
が
県
内
各
地
に
散

在
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
と
も
か
く
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
い
う
試

み
が
真
っ
先
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
九
六
三
年
に
延
暦
寺
一
山
の
総
合
調
査
に
端
を
発
し
、

湖
北
・
湖
東
・
湖
南
そ
し
て
湖
西
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
、
文
化
庁
に
よ
る
「
文
化
財
集
中
地
区
特
別
総
合
調
査
」
の
意
義
は
極

め
て
大
き
い
。
そ
れ
は
、
未
指
定
文
化
財
を
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
の
よ
う
に
網
羅
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
詳
細
な
報
告

書
が
手
作
り
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
文
化
庁：

一
九
七
三
〜
七
六
年
）。
そ
こ
で
確
認
さ
れ
、
は
じ
め
て
斯
界
で
認
識
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
滋
賀
県
指
定
は
も
と
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
作
例
も
多
い
。
こ
の
時
期
に
は
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
、

湖
西
の
比
良
山
系
の
山
岳
信
仰
に
か
か
わ
る
文
化
財
の
総
合
調
査
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所：

一
九
八

〇
年
）。
大
量
に
散
在
し
て
現
存
す
る
文
化
財
、
と
く
に
宗
教
的
な
偶
像
と
し
て
信
仰
を
集
め
崇
拝
さ
れ
て
い
る
仏
像
の
実
態
を
把

握
す
る
試
み
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
組
織
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
滋
賀
県
の
な
か
で
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

た
の
は
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
文
化
財
保
護
課
と
、
一
九
六
一
年
の
開
館
以
来
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
県
内
唯
一
の
博

総 説

５



物
館
で
あ
っ
た
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
各
地
に
市
立
な
ど
自
治
体
に
よ
る
博
物
館
が
建
設
さ
れ
、
美
術
史
、
と
く
に
仏
教
美

術
を
専
攻
す
る
学
芸
員
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
各
地
の
独
自
の
文
化
財
調
査
と
と
も
に
、
文
化
財
保
護
課
が
主
宰
す
る
文

化
財
保
護
事
業
の
一
環
と
し
て
の
文
化
財
調
査
に
結
集
し
、
館
の
垣
根
を
越
え
た
大
規
模
な
調
査
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
、

こ
れ
に
は
文
化
庁
や
大
学
の
研
究
者
な
ど
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
個
人
の
能
力
を
大
き
く
超
え
る
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
滋
賀
県
の
仏
教
美
術
、
と
く
に
彫
刻
と
し
て
の
仏
像
の
調
査
は
、
基
本
的
に
所
謂
「
現
場
」
主
導
で

な
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
筆
者
も
そ
の
末
席
に
連
な
っ
て
、
貴
重
な
仏
像
を
調
査
・
研
究
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
成
果
は
、

報
告
書
や
論
文
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
各
館
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
に
反
映
さ
れ
、
広
く
斯
界
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
主
と
し
て
九
〇
年
代
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
、
各
地
の
自
治
体
史
の
刊
行
が
盛
ん
と
な
り
、
こ
れ
に
と
も

な
う
文
化
財
調
査
な
ど
に
お
い
て
も
、
な
お
新
出
の
作
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
自
治
体
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
研
究

者
や
学
芸
職
員
な
ど
の
地
道
な
活
動
に
よ
っ
て
、
多
く
の
作
例
が
確
認
さ
れ
、
斯
界
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
た
近
年
の
成
果
と
し
て
、
明
快
な
写
真
を
中
心
と
し
て
編
集
さ
れ
た
著
書
が
あ
り
（
寿
福
滋
他
・
二
〇
一
〇
年
）、
特
に

『
國
華
』
一
四
〇
七
号
（
國
華
・
二
〇
一
三
年
）
は
「
特
輯

近
江
の
佛
像
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
最
新
の
調
査
研
究
の

成
果
を
踏
ま
え
て
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
雑
駁
な
文
章
な
が
ら
、
近
江
彫
刻
史
の
全
体
的
な
研
究
状
況
を
一
瞥
し
た
。
脱
漏
し
た
重
要
な
著
作
も
あ
る
し
、
個
別
の

専
論
に
つ
い
て
は
適
宜
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
近
江
彫
刻
史
の
裾
野
は
驚
く
ほ
ど
に
広
い
。

筆
者
自
身
は
、
前
記
し
た
よ
う
な
文
化
財
調
査
の
末
席
に
加
わ
り
、
自
治
体
史
の
執
筆
な
ど
に
関
し
て
い
え
ば
、
古
代
か
ら
近
世
ま

で
の
作
例
を
扱
い
、
未
熟
さ
故
に
誌
上
を
汚
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
膨
大
な
量
を
誇
り
、
か
つ
検
討
す
べ
き
課
題
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
近
江
彫
刻
史
の
全
体
を
見
通
す
こ
と
は
、
筆
者
の
よ
う
な
浅
学
の
身
で
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
現
在
ま
で
に
携
っ
た
文
化
財
調
査
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は
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
辺
り
ま
で
を
扱
う
こ
と
が
多
く
、
と
く
に
湖
北
の
古
代
彫
像
や
延
暦
寺
や
園
城
寺
か
ら
近
江
国
内
に

派
生
し
て
ゆ
く
天
台
系
と
み
ら
れ
る
仏
像
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
い
き
お
い
駄
文
も
こ
の
分
野
で
試
み
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
拙
著
で
は
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
た
て
て
構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

最
初
に
、「
第
一
部

近
江
の
仏
像
の
成
立
」
と
し
て
、
主
に
湖
北
に
伝
存
す
る
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
本
格
的

な
彫
像
に
つ
い
て
、
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
個
別
の
作
例
か
ら
全
体
的
な
あ
り
方
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
も
の
を
掲
げ
た
。
基

本
的
に
、
南
都
寺
院
が
こ
の
地
方
に
進
出
す
る
に
さ
い
し
て
、
官
営
工
房
の
優
れ
た
技
術
者
が
主
体
と
な
っ
て
造
像
さ
れ
た
こ
と
を

作
風
や
技
法
、
そ
し
て
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
像
内
銘
記
な
ど
に
よ
っ
て
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
近
江
の
仏
像
の
完
成
度
の
高
さ

は
、
官
営
工
房
の
介
在
に
よ
っ
て
、
最
初
か
ら
約
束
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
「
第
二
部

比
叡
山
寺
の
仏
像
」
と

し
た
。
最
澄
入
山
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
草
庵
に
発
す
る
比
叡
山
延
暦
寺
は
、
の
ち
に
日
本
天
台
宗
の
総
本
山
と
し
て
の
偉
容
を
誇

る
こ
と
に
な
る
が
、
最
澄
の
時
代
あ
る
い
は
そ
の
没
後
に
お
け
る
造
像
な
ど
、
い
ま
だ
に
未
知
の
謎
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
近
江
の

各
地
に
伝
え
ら
れ
る
仏
像
を
題
材
と
し
て
そ
の
実
相
を
想
定
し
、
次
世
代
の
円
仁
や
円
珍
の
入
唐
求
法
と
そ
の
帰
国
後
に
、
造
像
シ

ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
考
え
て
み
る
。
ま
た
、
現
在
の
滋
賀
県
に
は
多
く
の
天
台
寺
院
が
建
っ
て
い
る
が
、「
天

台
王
国
」
と
も
呼
ば
れ
る
現
状
の
源
流
を
な
す
で
あ
ろ
う
、
近
江
各
地
へ
の
天
台
系
勢
力
の
進
出
を
、
仏
像
の
有
り
様
か
ら
さ
ぐ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
三
つ
目
は
「
第
三
部

近
江
の
初
期
神
像
」
と
し
て
、
比
叡
山
・
金
勝
寺
、
そ
し
て
伊
吹
山
の
神
像
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
強
引
と
も
と
れ
る
仮
説
を
提
示
し
た
。
神
仏
習
合
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
意
欲
的
な
学
説
が
提
示
さ
れ
、
研
究
も
活
況
を

呈
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
動
向
を
前
提
と
し
て
、
人
格
神
と
し
て
の
神
像
の
成
立
を
山
寺
の
有
り
様
と
と
も
に
考
え
て
み
た
も
の

で
あ
る
。
神
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
と
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
か
、
厳
密
な
意
味
で
の
定
説
を
み
な
い
状
況
の
な
か
で
、
や
や
隙
間
を

狙
っ
た
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
仏
像
と
神
像
の
狭
間
で
考
え
て
み
た
。

以
上
、
三
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
時
間
的
に
は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
、
や
や
幅
を
持
た
せ
て
一
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一
世
紀
ま
で
を
扱
う
。
近
年
、
根
立
研
介
氏
は
、
日
本
彫
刻
史
の
大
き
な
時
代
区
分
に
つ
い
て
、
従
来
、
慶
派
の
台
頭
と
鎌
倉
幕
府

の
成
立
で
漠
然
と
語
ら
れ
て
き
た
平
安
後
期
彫
刻
と
鎌
倉
彫
刻
と
の
間
で
大
き
な
断
絶
が
あ
る
と
し
て
、
古
代
と
中
世
の
区
分
が
な

さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
慶
派
に
お
け
る
平
安
後
期
彫
刻
の
継
承
面
や
、
円
派
・
院
派
仏
師
の
活
発
な
活
動
な
ど
、
十
二
世
紀
後

半
に
大
き
な
断
絶
を
み
る
よ
り
は
、
一
〇
世
紀
末
頃
に
大
規
模
な
私
的
工
房
を
構
え
る
専
業
化
仏
師
が
出
現
し
、
僧
綱
仏
師
の
出
現

な
ど
に
い
た
る
大
き
な
画
期
を
認
め
、
こ
の
頃
に
時
代
の
大
き
な
変
化
、
す
な
わ
ち
中
世
へ
の
移
行
を
提
言
さ
れ
た
（
根
立：

二
〇

〇
六
年
）。
氏
は
、
政
治
史
や
社
会
史
な
ど
の
分
野
で
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
中
世
社
会
へ
移
行
す
る
と
い
う
近
年
の
説
を

受
け
、
仏
師
の
社
会
的
地
位
や
役
割
な
ど
の
歴
史
的
意
味
を
前
提
と
し
て
立
論
さ
れ
て
い
る
が
、
代
表
的
な
仏
師
と
し
て
、
康
尚
あ

た
り
で
成
立
す
る
私
仏
所
は
、
造
像
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、
極
め
て
大
き
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
。
仏
師
研
究
に
つ
い
て
は
多
く
の

蓄
積
が
あ
り
（
浅
香：

一
九
七
一
年
／
小
林：

一
九
七
八
年
／
宇
野：

一
九
八
二
年
／
田
中：

一
九
八
三
年
／
清
水
善
三：

一
九
九

六
年
／
伊
東：

二
〇
〇
〇
年
な
ど
）、
基
本
的
に
は
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
が
官
営
工
房
、
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
が
寺
院
工
房
、

以
降
は
講
師
職
か
ら
僧
綱
位
に
進
む
三
派
仏
師
が
主
宰
す
る
仏
所
の
時
代
と
い
う
よ
う
に
図
式
化
さ
れ
て
い
る
。
僧
綱
位
に
い
た
る

以
前
の
講
師
仏
師
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
（
長
坂：

二
〇
〇
四
年
）、
少
な
く
と
も
、
造
寺
造
像
の
社
会
シ
ス
テ

ム
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
大
き
な
画
期
を
み
る
こ
と
は
極
め
て
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

根
立
氏
の
提
言
を
こ
の
著
で
の
問
題
関
心
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
と
く
に
「
比
叡
山
延
暦
寺
と
天
台
勢
力
の
造
寺
造
像
」
の
第

二
部
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
章
で
の
ひ
と
つ
の
提
言
は
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
の
近
江
の
造
像
を
見
渡
す
と
き
、
と
く
に
良

源
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
延
暦
寺
の
寺
院
組
織
を
盤
石
化
す
る
試
み
の
一
環
で
も
あ
ろ
う
か
、
教
線
が
近
江
各
地
に
展
開
し
、
い
わ

ゆ
る
拠
点
寺
院
を
形
成
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
に
あ
る
。
今
も
有
力
寺
院
と
し
て
多
く
の
古
像
を
祀
る
湖
南
市
・
善
水
寺
、

甲
賀
市
・
櫟
野
寺
、
長
浜
市
木
之
本
町
・
石
道
寺
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
に
安
置
さ
れ
る
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀

の
像
に
つ
い
て
は
、
表
現
形
式
な
ど
に
親
し
さ
が
あ
り
、
造
像
工
房
が
近
し
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
延
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暦
寺
の
教
線
展
開
に
か
か
わ
る
造
像
の
工
房
を
同
じ
く
す
る
か
、
近
し
い
関
係
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
り
、
以
降
、
県
内
で
広
範
囲

に
展
開
さ
れ
る
平
安
後
期
の
造
像
と
は
、
何
か
し
ら
断
絶
を
感
じ
さ
せ
る
。
一
一
世
紀
以
降
の
近
江
の
仏
像
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
な
る
が
、
造
像
を
担
う
近
江
在
地
の
社
会
的
な
変
動
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
根

立
氏
が
述
べ
ら
れ
る
、
仏
師
を
と
り
ま
く
環
境
、
仏
所
の
成
立
や
僧
綱
仏
師
に
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
な
造
像
シ
ス
テ
ム
の
変
貌
も
、

大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
拠
点
寺
院
の
形
成
が
こ
の
時
期
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

例
え
ば
湖
東
三
山
の
ひ
と
つ
と
し
て
著
名
な
愛
荘
町
・
金
剛
輪
寺
の
造
像
か
ら
す
る
と
、
一
三
世
紀
前
半
、
一
二
一
〇
年
代
あ
た
り

か
ら
、
造
像
は
活
発
化
し
、
経
典
の
整
備
な
ど
も
こ
れ
に
准
ず
る
時
期
に
達
成
さ
れ
て
ゆ
く
（
高
橋
正
隆
監
修：

二
〇
一
三
年
）。

金
剛
輪
寺
な
ど
の
造
寺
造
像
に
つ
い
て
は
、
中
世
権
門
寺
院
と
し
て
巨
大
化
し
た
延
暦
寺
一
山
の
三
塔
体
制
の
な
か
の
穴
太
流
忠
快

の
系
脈
を
継
承
す
る
承
澄
か
ら
豪
澄
に
つ
ら
な
る
西
山
流
な
ど
、
門
流
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
が
強
い
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
、
金
剛
輪
寺
に
代
表
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
以
降
の
拠
点
寺
院
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
な
お
多
く
の
検
討
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
、
権
門
寺
院
の
門
流
化
は
中
世
的
な
事
象
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

本
書
は
、
基
本
的
に
八
世
紀
後
半
か
ら
一
一
世
紀
半
ば
あ
た
り
ま
で
を
扱
う
こ
と
に
な
る
が
、
律
令
制
が
再
編
さ
れ
衰
退
し
、
中

世
的
な
社
会
に
移
行
し
よ
う
と
す
る
、
狭
い
時
間
を
対
象
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
応
三
つ
の
限
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
が
、
互
い
に

交
錯
し
な
が
ら
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
き
お
い
、
屋
上
屋
を
重
ね
、
同
じ
議
論
を
繰
り
返
し
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
お
許
し
願

い
た
い
。
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代
手
工
業
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
）

石
田
茂
作
他
監
修
『
秘
宝
園
城
寺
』（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
）

総 説
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■
初
出
一
覧
■

（
本
一
覧
の
表
題
は
初
出
の
も
の
を
掲
げ
て
い
ま
す
）

総

説

新
稿

第
一
部

総

論

新
稿

第
一
章

湖
南
市
・
善
水
寺
金
銅
誕
生
釈
迦
仏
立
像
に
つ
い
て

『
近
江
文
化
財
論
叢
』
四（
二
〇
一
二
年
）

第
二
章

滋
賀
・
鶏
足
寺
木
心
乾
漆
造
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て
―
―
そ
の
制
作
年
代
の
推
定
―
―

『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
三
七（
一
九
八
七
年
）

第
三
章

滋
賀
・
高
月
町
日
吉
神
社
木
造
千
手
観
音
立
像
を
め
ぐ
っ
て
―
―
近
江
彫
刻
史
の
地
域
研
究（
一
）
湖
北
に
お
け
る
仏
教
彫
刻
の
成
立
―
―

『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
四（
二
〇
〇
二
年
）

第
四
章

己
高
山
寺
の
草
創

木
之
本
町
教
育
委
員
会
『
鶏
足
寺
の
文
化
財
２
〈
美
術
・
工
芸
編
〉』（
二
〇
〇
三
年
）

第
五
章

長
浜
市
木
之
本
町
・
鶏
足
寺
の
木
造
十
一
面
観
音
立
像
に
つ
い
て

『
淡
海
文
化
財
論
叢
』
五（
二
〇
一
三
年
）

第
二
部

総

論

新
稿

第
一
章

円
仁
帰
国
後
の
延
暦
寺
の
造
像
―
―
現
存
作
例
の
検
討
か
ら
―
―

『
佛
教
藝
術
』
三
〇
〇（
二
〇
〇
八
年
）

第
二
章

滋
賀
・
蒲
生
町
梵
釈
寺
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
像
の
制
作
時
期

木
村
至
宏
編
『
近
江
の
歴
史
と
文
化
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）

第
三
章

滋
賀
・
木
之
本
町
金
居
原
薬
師
堂
の
木
造
伝
薬
師
如
来
立
像
に
つ
い
て
『
日
本
文
化
史
研
究（
帝
塚
山
短
期
大
学
）』
二
五（
一
九
九
六
年
）

滋
賀
・
金
居
原
薬
師
堂
木
造
薬
師
如
来
立
像
再
論
―
―
平
安
中
期
に
お
け
る
延
暦
寺
根
本
中
堂
本
尊
像
の
「
形
」
の
認
識
に
つ
い
て

の
試
論
―
―

清
水
眞
澄
編
『
美
術
史
論
叢

造
形
と
文
化
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）

〈
ふ
た
つ
の
論
文
を
ま
と
め
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
〉

第
四
章

石
山
寺
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
つ
い
て

『
同
志
社
大
学
博
物
館
学
年
報
』
三
三（
二
〇
〇
二
年
）
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第
五
章

滋
賀
木
之
本
町
・
石
道
寺
の
造
像
―
―
近
江
彫
刻
史
の
地
域
研
究（
二
）
湖
北
に
お
け
る
天
台
勢
力
の
進
出
と
彫
像
の
展
開
―
―

『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
五（
二
〇
〇
四
年
）

第
六
章

甲
賀
市
甲
南
町
・
正
福
寺
の
金
剛
力
士
像
と
そ
の
周
辺
―
―
新
出
の
平
安
後
期
の
力
士
像
―
―

『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
六（
二
〇
〇
六
年
）

第
三
部

総

論

新
稿

第
一
章

甲
賀
市
・
永
昌
寺
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
―
―
天
台
系
僧
形
像
に
つ
い
て
の
一
試
論
―
―

『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
七（
二
〇
〇
八
年
）

第
二
章

栗
東
市
・
金
勝
寺
僧
形
神
像
に
つ
い
て

『
近
江
文
化
財
論
叢
』
三（
二
〇
一
一
年
）

第
三
章

米
原
市
・
惣
持
寺
の
木
造
天
部
形
立
像
に
つ
い
て
―
―
伊
吹
山
、
荒
ぶ
る
神
の
信
仰
と
造
形
―
―

『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
九（
二
〇
一
三
年
）
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あ
と
が
き

滋
賀
県
の
文
化
財
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
と
り
わ
け
、
私
も
そ
の
末
席
に

連
な
り
な
が
ら
調
査
、
研
究
に
従
事
さ
せ
て
頂
い
た
彫
刻
、
仏
像
や
神
像
の
凄
み
は
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
い
う

よ
う
な
言
い
方
は
、
人
び
と
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
大
切
に
、
本
当
に
大
切
に
伝
え
ら
れ
た
尊
像
に
対
し
て
、
ま
こ
と

に
失
礼
な
言
い
様
に
と
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
幸
い
に
し
て
、
三
十
年
以
上
を
こ
の
地
で
学
芸
員
と
し
て
仕
事
に

携
わ
れ
た
者
の
率
直
な
感
想
で
あ
る
。
三
十
年
な
ど
一
日
の
如
き
も
の
で
、
拝
見
す
べ
き
仏
像
の
、
い
っ
た
い
何
％
に

接
し
て
頂
け
た
か
、
と
い
う
感
が
強
い
。
拝
見
し
、
調
査
さ
せ
て
頂
く
だ
け
で
も
、
道
半
ば
な
ど
に
は
、
と
て
も
と
て

も
い
た
っ
て
い
な
い
。

大
学
で
仏
像
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
現
地
調
査
の
手
伝
い
と
い
う
こ
と
で
、
先
達
の
後
を
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
と
な
に

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
し
か
し
生
意
気
に
、
丁
稚
の
よ
う
な
形
で
こ
の
道
に
入
っ
た
と
き
か
ら
、
自
分
が
知
ら
な
い

作
例
に
満
ち
満
ち
て
い
る
、
近
江
の
彫
像
は
希
望
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
幸
運
に
も
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
奉

職
さ
せ
て
頂
き
、
憧
れ
の
地
で
調
査
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夢
の
世
界
へ
の
入
り
口
、
二
十
代
半
ば
に
し
て
、

素
晴
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
の
文
化
財
調
査
、
特
に
仏
像
や
神
像
の
調
査
な
ど
、
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ご
指
導
を
頂
い
た

先
生
方
、
上
司
や
同
僚
た
ち
、
各
地
の
博
物
館
・
美
術
館
の
学
芸
の
皆
様
や
文
化
財
行
政
に
携
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
か

ら
、
調
査
し
、
学
ぶ
べ
き
も
の
の
基
礎
や
応
用
な
ど
、
受
験
生
の
ご
と
く
に
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
指
導
は
、

や
が
て
「
心
構
え
」
の
よ
う
な
範
囲
へ
と
お
よ
び
、
職
業
人
に
対
し
て
の
指
導
に
堪
え
ら
れ
る
よ
う
な
成
長
が
少
し
は
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で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
志
と
も
い
う
べ
き
人
々
と
と
も
に
行
え
た
、
肉
体
労
働
そ
の
も
の

の
調
査
こ
そ
が
、
職
業
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
て
く
れ
る
真
剣
な
瞬
間
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
実
地

の
調
査
は
、
社
寺
や
文
化
財
が
所
在
す
る
地
域
の
人
び
と
の
寛
容
な
理
解
が
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
い
。
お
世
話
に
な
り
続
け
て
い
る
皆
様
方
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

そ
の
後
、
県
内
の
各
地
に
博
物
館
が
設
立
さ
れ
、
有
望
な
研
究
者
や
学
芸
員
も
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
後
進
の
人
び

と
か
ら
も
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
と
り
、
今
も
多
く
の
刺
激
を
受
け
続
け
て
い
る
。
彼
ら
の
柔
軟
な
視
点
か
ら
の

議
論
に
、
そ
の
な
か
に
い
る
歓
び
と
と
も
に
、
な
に
か
嫉
妬
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
る
年
齢
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今

年
、
長
く
勤
務
さ
せ
て
頂
い
た
滋
賀
県
の
学
芸
員
を
退
職
し
、
お
薦
め
も
頂
い
て
、
同
じ
滋
賀
県
に
あ
る
公
益
財
団
法

人
が
運
営
す
る
館
の
財
団
に
再
就
職
し
た
。
展
示
・
研
究
担
当
と
し
て
の
新
し
い
職
務
か
ら
し
て
、
日
々
の
仕
事
は
以

前
と
全
く
同
じ
だ
が
、
こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
発
表
し
て
い
た
拙
文
を
合
わ
せ
て
み
よ
う
と
柄
に
も
な
く
思
い
た
ち
、

旧
知
の
出
版
社
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
お
引
き
受
け
頂
い
た
。

し
か
し
、
ま
と
め
て
み
る
と
自
分
の
視
野
の
狭
さ
に
愕
然
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
十
一
世
紀
あ
た
り
ま

で
の
話
題
を
三
つ
に
分
け
て
み
た
が
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
か
、
逆
に
一
つ
の
章
の
な
か
で
全
く
脈
略
に
乏
し
い
か

ど
ち
ら
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
、
ま
だ
ま
だ
、
一
層
の
ご
指
導
を
頂
か
な
い
と
い
け
な

い
と
自
覚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
著
作
を
引
き
受
け
て
頂
い
た
、
思
文
閣
出
版
の
原
宏
一
氏
に

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
私
事
で
恐
縮
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
、
特
に
妻

に
は
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。

こ
こ
で
は
、
書
物
の
性
格
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
尊
像
に
つ
い
て
、
特
に
大
き
な
図
版
な
ど
を
使
っ
て
は
い
な
い
。
美
術

史
に
は
、
正
確
な
判
断
が
で
き
る
写
真
図
版
を
集
め
る
こ
と
が
大
事
と
教
え
ら
れ
た
が
、
お
許
し
願
い
た
い
。
数
年
前
、
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長
き
に
わ
た
っ
て
仕
事
を
ご
一
緒
し
た
寿
福
滋
氏
に
よ
る
渾
身
の
写
真
を
多
数
掲
載
し
た
『
近
江
の
祈
り
と
美
』
が
サ

ン
ラ
イ
ズ
出
版
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
も
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
自
分
が
抱
い
て
い
る
近
江
の
彫
像
観

は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
、
彼
の
写
真
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
の

優
れ
た
写
真
図
版
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
も
感
謝
感
謝
で
あ
る
。
近
江
の
「
仏
像
や
神
像
の
凄
み
」
を
、
優
れ
た

写
真
図
版
で
端
的
に
伝
え
る
書
物
と
自
負
し
て
い
る
。
恐
縮
な
が
ら
、
拙
著
の
図
版
に
つ
い
て
の
不
足
は
、
そ
ち
ら
で

補
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

平
成
二
六
年
七
月
一
〇
日

�
梨
純
次
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続日本紀 １７，１８，３４，３０５
続日本後紀 ３２，３０５
諸寺建立次第 ３３
初例抄 ２１１
晋書 ３６９
真如堂縁起 ２０５，２０８，２０９

す

周恵庄解 １０１

せ

制誡文 ３３２
青龍寺求法目録 １６０
千手菩�儀軌 ２１５

そ

造石山院所解 ４７
造石山院所労劇文 ４６
相応和尚伝 ３３１
総持抄 ３２６
造東大寺司解 ４６
造東大寺司告朔解 ４６
尊意贈僧正伝 ２７０

た

大安寺伽藍縁起并流記資材帳 ４５，１１４
台記 ３７０
大吉寺縁起 ２７１
胎蔵旧図様 １６０，２６５
胎蔵図像 １６０，２６５
大唐国日本国付法血脈図記 １６０
太平記 ２１１，２１３
太政官符 ３４８
多度神宮寺伽藍縁起并資材帳 ３２９

て

帝王編年記 ３６７
天元三年中堂供養願文 １６２，２１１～２１３，２１７，

２２３，２２４
伝述一心戒文 １５８，１７１，２１３，３３０，３３２，３３３
天台座主記 ２２２，２２３，２７０
天台宗延暦寺座主円珍伝 ２２２

と

藤氏家伝 ３０９，３６９，３７５
東大寺別当次第 ３３
東大寺要録 ３１，３３

に・ね

二十二社註式 ２４１
入唐求法巡礼行記 １５８
入唐新求聖教目録 １７２
日本紀略 ２４０，３０５，３０６，３１２
日本書紀 ３０，４５，９９，３０３，３６７，３６８
日本霊異記 ２７，１１２，１１３，１３２，２６２，２７２，３５０
年中行事絵巻 ３４６

ひ・ふ・ほ

比叡山延暦寺元初祖師行業記 ２１５
百錬抄 ３７０
扶桑略記 １８，２３，１６２，２１１，２１３，２１６，２１７
法隆寺伽藍縁起并流記資材帳 ４５
法華経 １５９，２７１，３０７～３０９，３２９，３３２，３４９，

３５１
法華験記 ２１１
法華秀句 １１５

ま行

摩訶止観 １５９
妙香院荘園目録 １００
武智麻呂伝 ３０９
面授口訣 ２１６
文徳天皇実録 ３０５，３０９

や～わ

薬師瑠璃光七仏本願功徳経 ２１５
山階寺大衆三ヶ条訴 ２４０
類聚三代格 ３２，３４，９８
六波羅蜜寺縁起 ２４０
六巻抄 ２７２
倭名類聚抄 ９９，１０２，２７２，３６８，３７０

索 引
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【史 料 名】

あ

阿娑縛抄 １７６，３２６

い

井口日吉神社文書 １２６，２６７
石山寺縁起 ２３，４６
石山寺縁起絵巻 １９，２０
伊勢国多度神宮寺伽藍縁起并資材帳 ２１
一代要記 ２３

え

叡岳要記 １５８，１６５，１７９，１８０，１９６，２１０，２２０，
２６４，３２１，３２２，３２４，３２７

叡山大師伝 １１６，１５７，１５８，１７１，２１３，２１５，２１６，
２２２，３２４，３３２

延喜式 ２５，８７，１２８，３０５，３１１，３５０，３７０
延暦寺護国縁起 ２１３

お

近江国弘福寺領荘田注進状 １１４
近江国風土記逸文 ７５，１２８
近江輿地志略 １２６，２６６，２６７，３１５

か

懐風藻 １５７
覚禅抄 １７４，１７６，１９５
羯磨金剛目録 ２１３
菅家文章 ３６５
勧奨天台宗年分学正式（八条式） ２１３

き

行歴抄 １５９

く

九院仏閣抄 ２１１，２２２
空也誄 ２３９
公式令 ９６
弘福寺田畠流記帳 １１４，１３２

け

渓嵐拾葉集 ２２０，２６４
元亨釈書 ３３，２２２

こ

高僧図像 ３４６
高僧伝 ３６８
興福寺官務牒疏 １０４，１２６，１２７
広隆寺縁起資材帳 ８９
古瓦譜 ２０
古事記 １５７，３６８，３７５
御請来目録 １６２
己高山縁起 ２５，１２６，１２７，２６７
五部心観 １６０
金光明経 ３４９
金光明最勝王経 ３０７～３０９，３４９，３５１
今昔物語集 ２４１，３２８

さ

西大寺資材流記帳 ４５，４７
嵯峨天皇宸翰光定戒牒 ２１３
山家要略記 ３３２
三代実録 ３４，３０５～３０７，３１２，３７１
三宝絵 ２１１～２１３，２１７
山門堂舎記 １５８，１５９，１７４，１７９，２１１，２２２，２２３，

２６４，３２１～３２４，３２７，３３２

し

慈慧大僧正伝 ２７０
慈覚大師伝 １７３
信貴山縁起絵巻 ３４６
四帖秘決 ２４２
実忠二十九箇条 ３１
釈家官班記 ３０９
赤後寺観音縁起 ８６
十一面儀軌 ２１５
拾遺伝 ２７０～２７２
授菩�戒儀 ３３１
春秋左氏伝 ３６９
正倉院文書 １８，２０，２２，３０，４６，１６７
勝鬘経 １１５，１１６
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み

明王像（鶏足寺） ２６８
明星菩�像（弘仁寺） ３２８
弥勒三尊像（弥勒寺） ２３４
弥勒仏像
――（東大寺） ２０８
――（弥勒寺） ２０２

も

木彫群
――（大安寺） ９２
――（唐招提寺） ９０，９２，１０９，３２６
文殊聖僧像（善水寺） ３２２
文殊師利菩�像（延暦寺根本中堂） ３２３

や

薬師三尊像
――（勝尾寺） １９２
――（上醍醐薬師堂） １９２，１９５
――（法隆寺） ２３４
薬師如来像
――（一之宮神社） ２３０
――（因幡薬師堂） ２３４，２３８
――（延暦寺） ２０２，２０７
――（延暦寺一乗止観院） １７０，２１０，２６３，
３２１，３５０
――（延暦寺根本中堂）２１０，３２２，３２６，３３０
――（延暦寺薬師堂） １９８
――（円隆寺） ２０２
――（横蔵寺） １６５，２０８
――（鶏足寺） ２６，５１，１０３，２６１，３６４
――（興福寺） ２３４
――（西教寺） ２６３
――（舎那院） ２０２，２３４，２４１
――（充満寺）２５，１６２，２６８，２６９，２７３，３６３
――（勝持寺） ６６
――（聖衆来迎寺） １６０
――（勝常寺） ６０
――（神護寺） ３７０
――（新薬師寺） ６０
――（善水寺）３７，２０２～２０４，２３４，２３７，２５７，

２９７，３１２，３２０～３２２
――（大岡寺） ３１０，３１１
――（大日寺） ３１０
――（多田幸寺） １６２，１７９，１８１，２６５
――（長源寺） ２０４，２６３
――（椿神社） ３４７
――（唐招提寺） ２６，９１，９４，３６４
――（仏国寺） ２０２
――（法界寺） ２０２，２０７，２０８，２２０
――（宝光寺） １６２，２０４，２１７，２１８，２６３
――（法隆寺） ２０３
――（室生寺） ２０２，３２６，３２７，３３０
――（�台寺） ２０２，２０３，２１７
――（六波羅蜜寺） ２０３，２３４～２３７，２３９，
２４１～２４４，２５９

ゆ

維摩居士像（延暦寺） １６２，１８１，１８２

り

龍樹菩�像（延暦寺横川常行堂） １７４
龍猛菩�像（高野山泰雲院） ３４６
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と

兜跋毘沙門天像
――（石山寺） ３７３
――（延暦寺根本中堂） ３２２
――（鶏足寺） ２６８
――（善水寺） ３７，２３４，３２０～３２２
――（東寺） ３７３

に

日羅像（橘寺） ３２８，３２９
日光菩�像（道成寺） １９１
二天像
――（西明寺） ２６０
――（石道寺） ２４８，２６０，２６１
二天王像
――（延暦寺西塔釈�堂） ３６１
――（石道寺） ３６３
――（正福寺） ２９６
二臂如意輪観音像（石山寺） ２２
如意輪観音像
――（石山寺） １９，２３
――（岡寺） ２２
――（観心寺） １９０，１９１
如意輪観音半跏像（石山寺） ２５８
如来形像（薬師堂） １９８
如来像
――（金剛心院） ２０８
――（東大寺） ９２

は

八部衆像（興福寺） ９３，３６１，３７５
八幡三神像（薬師寺） ３１１
速玉神像（熊野速玉大社） ３４７

ひ

毘沙門天像
――（石山寺） ２６０
――（鞍馬寺） ３７５
――（金勝寺） ３０８
――（惣持寺） ３５６，３５９，３７３，３８３，３８５
――（�乗寺） ３０９

ふ

不空羂索観音像（広隆寺） ８５，９４
仏像（若王寺） １６０，２０８，３１１，２０４，３４７
不動明王像
――（石山寺） ２０３
――（園城寺） ２３３，２３４
――（舎那院） ３８５，３８６
――（善水寺） ３７，２３４，３２０～３２２，３２４
――（惣持寺） ３５６
――（東寺） １７７，１９１
――（同聚院） ２３４
――（遍照寺） ２３４

ほ

宝冠阿弥陀如来像
――（金居原） ２１８～２２０，２２４
――（香�寺） １５９，２０９
――（常行堂） １７６
――（西阿閉観音堂） １５９，２１９，２６８，２６９，
２７３，３６３
――（梵釈寺） １５９，１７３，１７５，１７９，１８０，１８２，
１８７～１９６，２０３，２０９，２６５，２８０

宝生如来像（観心寺） １９０
菩�形像（鶏足寺） １５０，３６５
菩�像
――（安念寺） ２６８
――（鶏足寺） ２８
――（橘堂） １６２，１７６，２１７
――（日吉神社） ２８，７４，８２，８４，８５，９５，
１９２，２０３，２６２，３６５
――（報恩寺） １７
――（法隆寺） ９４

菩�半跏像（宝菩提院） ９２，１９２
梵天像（善水寺） ３７，２０３，２０４，２３４，２３７，２５７，

２５８，２６０，３２０，３２１，３２７

ま

磨崖仏
――（狛坂） ３２，３３
――（南山） ３２

万巻上人像（箱根神社） ３４６，３４７
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――（石馬寺） ２６０
――（興福寺） ６３～６６，３６１
――（善水寺） ２６１，３２１，３２２
――（大安寺） ６４，６５
――（東寺） １９１，６４
――（東大寺） ６２，６４
――（法隆寺） ６４

た

大威徳明王像（東寺） １７７，１９１
帝釈天像
――（石道寺） ２５８
――（善水寺） ３７，２０３，２０４，２３４，２３７，
２５７，２５８，２６０，３１２，３１７，３１８，３２０～３２２，
３２５，３２７，３２９

大将軍神像（大将軍八神社） ３７４
大日如来像
――（安祥寺） １９０，１９１
――（石山寺） １９２
――（上野庵寺） ３７３
――（唐招提寺西山大日堂） １９０
大仏
――（甲賀寺） １３１
――（東大寺） １９，４４
多聞天像
――（興福寺） ６５，６６
――（金剛輪寺） ２６０
――（石道寺） ２５３，２５５，２５６
――（正福寺） ２９５
――（善水寺） ２６１，３２１，３２２
――（大安寺） ６３
――（東大寺） ６４
誕生釈�仏像
――（阿弥陀寺） ４０，４１，４７
――（久世廃寺） ４２
――（専修院） ４０～４２
――（善水寺） ２３，３７～４８，３１５
――（大光寺） ４０
――（東大寺） ２３，４１～４４，４６，３１５
――（長谷寺） ４０
男神像
――（大宝神社） ３１１

――（小槻大社） ３０５，３０７，３４７
――（春日神社） ３０６
――（金勝寺） ３４８
――（竹田神社） ３０６
――（日牟禮八幡宮） ３１１

ち

智証大師像
――（園城寺） １７８，１８０，１８１
――（御骨大師）（園城寺） １６２，１８１
――（御�大師）（園城寺） １６２，１８１
――（中尊大師）（園城寺）１８１，１８２，２６５

茶沸観音 ３２

て

伝大己貴命像（小槻大社） ３０５
伝落別命像（小槻大社） ３０５
伝教大師像
――（観音寺） ３６６，３７３，３８７
――（鶏足寺） １２７
――（高野神社） １２７

伝獅子吼菩�像（唐招提寺） ９３
伝地蔵菩�像（大島奥津島神社） ３４
伝釈�如来像（室生寺） ２２０，３２５
伝千手観音像（黒田観音寺）２５，２８，１０４，１０９，

１１０，１１７，１９２，２６２，３６５
伝多聞天像（延暦寺西塔釈�堂） ３６１
天部形像
――（正福寺） ２９５
――（惣持寺） ３０９，３１０，３５５～３７６，３８５

伝不空羂索観音像（大安寺） ９３
天部像
――（石道寺） ２５６，２５７
――（惣持寺） ３５６

伝弥勒菩�（観心寺） １９０
伝薬師如来像
――（充満寺） ２０２，２０４，２６３
――（唐招提寺） １０３，１３０
――（金居原薬師堂） １９８～２２５，２６３，２６４，
２７３
――（充満寺） ２１７，２１８

索 引
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――（石窟庵） １４７
――（千手院） ２６２
――（禅定寺） ２０３，２３４
――（善水寺） ３２４
――（大岡寺） ２０３
――（多田寺） １４８
――（東門院） １６７
――（能福寺）３７，２５７，２５８，３２０，３２１，３２４
――（尾蔵寺） １７８
――（百済寺） １７
――（遍照寺） ２３４，２３７
――（宝慶寺） １４７
――（宝積寺） ２０９
――（法華寺） ９４，２８０
――（室生寺） ３２７
――（薬師寺） ９３，１４７
――（八瀬保存会） ２５８，２６０
――（櫟野寺） ２９７
――（龍華寺） １９２，１９５
――（�長寺） ３１，９２，１９４
――（六波羅蜜寺） ２０３
十二神将像
――（鶏足寺） ２６，５１～６８，７１，９１，１０３，１１３，
１２７，２６１，３６２，３６４
――（興福寺） ３７４
――（広隆寺） ３７４
――（新薬師寺） ６３～６５
聖観音像
――（菅山寺） ２６，３６４
――（九品寺） ２２１，２５８，２５９
――（金剛定寺） ３１，１５０
――（常教寺） ３１，１６５，１９２，２０３
――（醍醐寺） ９２
――（来現寺） ２８，１１２，１９２，２６２
――（来迎寺） ３０，３１，４４，１５０，１６７，１７０，
１９２，３４４
――（延暦寺横川中堂） ３８７
女神像
――（春日神社） ３０６
――（金勝寺） ３０７，３１１，３４５，３４８，３５２
――（建部大社） ３１１，３１２
――（東寺） ３１１，３４５

――（松尾大社） ３４５
――（御調八幡宮） ３１１

神功皇后像（薬師寺） ３１１
神像
――（塩津港遺跡） ３４６
――（松尾大社） ３１１，３４７

神像群
――（大見神社） ３４６
――（佐波加刀神社） ３４６

神王像（石山寺） ２２
新羅明神像（園城寺） １６０

せ

勢至菩�像（延暦寺横川常行三昧堂） １７４
千手観音像
――（延暦寺） ９２，１５８，１６１，１６５，１９２
――（延暦寺山王院） １７０，３４４
――（園城寺） １６７～１７０，１９２
――（光明寺） １６７，１９２
――（広隆寺） １６７，２０３，２３４，２３８
――（千手院） ２８，２６２
――（如意寺） １６７
――（日吉神社） ２７，２８，３０，３１，４４，７４～
１１７，１３１，１３５，１５０，１６７，１７０，１９２，２６１，３４４，
３６４，３６５

塼仏（穴太廃寺） １６

そ

僧形神像
――（永昌寺） ３２９
――（延暦寺一乗止観院） ３５０
――（金勝寺） ３０７，３０８，３４１～３５２
――（本隆寺） ３０５，３０７

僧形像
――（黒石寺） ３４６
――（金勝寺） ３３４，３５２
――（本隆寺） ３３４

僧形八幡神像
――（東寺） ３１１，３４５
――（薬師寺） ３４７

僧形文殊像（善水寺） ３７，３２０，３２１
増長天像

xii



金剛力士像
――（向源寺） ２８８，２８９，２９１
――（財賀寺） ２８８，２９０，２９１
――（正福寺） ２８１～２９２，２９６
――（善水寺） ２８８，２８９，２９１，３２０～３２２，
３２４
――（醍醐寺） ２８８，２９０，２９１
――（大蔵寺） ２８８
――（中禅寺） ２８８，２９１
――（東大寺） ８８，２８８
――（峯定寺） ２８８，２９０，２９１
――（法用寺） ２８８～２９１
――（�台寺） ２８９，２９１
金銅仏（石山寺） ２３
金堂壁画（法隆寺） １４７

さ

三面千手観音像（善勝寺） １６３

し

持国天像
――（興福寺） ６５
――（石道寺） ２５３，２５５，２５６
――（善水寺） ２５８，２６１，３２１，３２２
――（大安寺） ６３～６５
――（東寺） ６３，６４，６７，１９１
――（東大寺） ６３，６４，３６０
――（法隆寺） ６４
四摂菩�像（延暦寺常行三昧堂） １７４，１７５
地蔵菩�像
――（朝田寺） ３２８
――（安産寺） ３２５，３２７，３２８
――（永昌寺） ３７，２３４，３１４～３３５
――（延暦寺横川常行三昧堂） １７４
――（大島沖津島神社） ３０７
――（大島奥島神社） ３３４
――（浄信寺） １１０
――（松禅院） １８２
――（正福寺） ２９４，２９６
――（惣持寺） ３５６
――（東南寺） ２０３
――（法隆寺（旧大御輪寺）） ３２８

――（室生寺） ３２７
――（融念寺） ３２８
――（櫟野寺） ３０８，３３４，３４６

四天王像
――（円教寺） ２３４
――（延暦寺根本中堂） ２４０，３２３
――（興福寺） ２６，９０，１０３，１１３，１１４，１３０，
３６１，３６２
――（金剛輪寺） ２６０
――（善水寺） ３７，２３４，２３７，２４０，２５８，２６１，
３２０，３２１，３２３，３２７
――（大安寺） ６５
――（東寺） １９１
――（唐招提寺） ６５
――（東大寺） ６２～６４，８８，３６０
――（法隆寺） ２３４
――（六波羅蜜寺） ２３９，２４０

釈�三尊像（円教寺） ２３４
釈�像（西大寺） ４６
釈�如来像
――（延暦寺西塔釈�堂） ２４２
――（正福寺） ２８１，２９３，２９６
――（保福寺） １９４，１９５
――（室生寺） ２０７

十一面観音像
――（秋篠寺） ９２
――（集町観音堂） ２１７
――（医王寺） ２５，２６２
――（園城寺） １６２，１７８，１９２
――（川原観音堂） １７
――（観音寺） ９０，９３
――（鶏足寺） ２８，３１，１２７，１３９～１５１，１９２，
２６２，３６５
――（向源寺） ２５，９３，１０４，１３９，１６１，１６５，
１７５～１８０，１９２，１９３，１９５，２０３，２０９，２６２，
２６４，２６５，２７８～２８０
――（石道寺） １２７，１３９，２０３，２１９，２４８，２４９，
２５３，２５６，２５７，３２３，３６３
――（充満寺） ２５，２１８，２１９
――（正福寺） ２８１，２９２，２９６
――（聖林寺） ６１，８９～９４，１０２
――（盛安寺） １６２，２５８，２５９，３２３
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【像 名】

あ

阿弥陀五尊鏡像 １７４，１７５
阿弥陀三尊像（清涼寺） １６１，１７５，１９１，１９４，

１９５
阿弥陀三尊像脇侍（清涼寺） ３６５
阿弥陀如来像
――（石山寺） ２３０～２４４，２６３
――（岩船寺） ２０３，２３６
――（金剛輪寺） １９３
――（広隆寺） ８９，２０２
――（西光寺） １７５
――（真如堂） １６２，１８２，２０５～２０７，２１９，
２３４，２３７～２３９，２５９，２６３，２６４
――（清涼寺） ３２６
――（大宝寺） １７５
――（仁和寺） ３２６
――（薬師堂） １９８

う

宇�乃御魂命像（小津神社） ３１１

え

円空仏（観音寺） ３７３

お

大己貴命像（小槻大社） ３４７，３４８
押出仏（穴太廃寺） １５，１６
落別命像（小槻大社） ３４７

か

月光菩�像（道成寺） １９１
願安像（金勝寺） ３４８，３５１
観音菩�像
――（石山寺） ２２，２３，４４
――（延暦寺） １６７
――（延暦寺横川常行堂） １７４
――（九品寺） ３２３
――（常教寺） １７０

――（松禅院） １６１，１６９，１７０
――（清涼寺） １７５，１９４
――（長福寺） ３２３
――（法隆寺） １４８
――（梵釈寺） １５９，１６１，１８７
――（満月寺） １９２

き

吉祥薬師如来像（薬薗寺） １９１
黄不動尊（園城寺） １６０，２７８

く

紅玻璃阿弥陀像（当麻寺） ２０９
軍荼利明王像
――（金勝寺） ３０８，３４１
――（東寺） ６１，１７７，１９１

け

乾闥婆像（興福寺） ３６１，３７５
献納宝物一五六号（丙寅年銘）像（法隆寺）

１４８
献納宝物一六五号（辛亥年銘）像（法隆寺）

１４８

こ

降三世明王像（東寺） １９１
広目天像
――（興福寺） ６３
――（正福寺） ２９５
――（善水寺） ２５８，２６１，３２１，３２２
――（大安寺） ６４
――（東寺） ６３

虚空蔵菩�像（広隆寺） ３２８
牛頭天王像（�園社） ３７４
五大虚空蔵菩�像（神護寺） ９４，１９０，１９１
五大明王像（東寺） ６１，１７７
五智如来像（安祥寺） １９０，３２６
五部浄像（興福寺） ３６１，３７５
五菩�像（東寺） ６１
金剛業菩�（東寺） ６１
金剛蔵王像（神王像）（石山寺） １６７
金剛法菩�像（東寺） ６１
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――食堂 ６４，６５
――大講堂 ２３４
――伝法堂 ９４
法華寺 ９４，１０４，１２６，１２７，１２９，２６７，２８０
法性寺 ２２４，２３４
保福寺 １９４，１９５
梵釈寺 １５９，１６１，１７３，１７５，１７９，１８０，１８２，１８７，

１８８，１９０～１９６，２０３，２０９，２６５，２８０
本隆寺 ３０５，３０７，３３４

ま

松尾大社 ３１１，３４５，３４７
満願寺（廃寺） １１２，１２６
満月寺 １９２

み

御上神社 １１３，３０９
御調八幡宮 ３１１
南滋賀廃寺 １５，２０
宮井廃寺 １６，１８７
弥勒寺 ２０２，２３４

む

無動寺 →延暦寺
室生寺 １６０，２０２，２０７，２２０，３２５～３２８，３３０，３３２
――金堂 ２０２，２０７，３２７，３３０

め

売比多神社 １１１

や

薬薗寺 １９１
薬師寺 ９３，１４７，３１１，３４７
益須寺 ３０
弥高護国寺 ３７３
弥高寺（跡） ３６６，３７３
山階寺 １１３，２７２

ゆ

融念寺 ３２８
雪野寺跡 １６

よ

横蔵寺 １６５，２０８
与志漏神社 １０９，１２４，１２９，１３９，１４３

ら

来現寺 ２８，１１２，１９２，２６２，３６４
来迎寺 ３０，３１，３４，４４，１５０，１６７，１７０，１９２，３４４
櫟野寺 ８，１６３，２６９，２９７，３０８，３２３，３３４，３４６

り

龍華寺 １９２，１９５
楞厳三昧院 →延暦寺

れ

�花寺 ２４１
�乗寺 ３０９
�台寺 ２０２，２０３，２１７，２８９，２９１
�長寺 ３１，９２，１９４

ろ

六波羅蜜寺 ２０３，２３４～２３７，２３９～２４４，２５９，
３２２，３２３

わ

和銅寺 ３７，４７
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――食堂 ２３９
同聚院 ２３４
道成寺 １９１
唐招提寺 ２６，２７，６４～６６，９０～９４，１０３，１０９，

１１３，１３０，１９０，３２６，３６４
――講堂 ６４～６６，９１
――金堂 ６４～６６，９４
――西山大日堂 １９０
東大寺 １８，１９，２３，２９，３１，４１～４４，４６，６２～

６５，８８，９２，１３２，１５０，１５７，２０８，２４３，２８８，
３１５，３６０
――戒壇院 ３６０
――戒壇堂 ６３～６５
――三月堂 ８８
――南大門 ２８８
――法華堂 ６２～６５
東南寺 ２０３
東門院 １６７

な

長尾護国寺 ３０９
長尾寺 ３０９，３５６，３６６，３８５，３８６
南山 ３２

に

西阿閉観音堂 １５９，１７４，２１９，２６８，２６９，２７３，
３６３

西野薬師堂 →充満寺
日光輪王寺 １７４
若王寺 １６０，２０４，２０８，３１１，３４７
如意寺 １６７，１６８
仁和寺 ３２６，３４５

の

能福寺 ３７，２５７，２５８，３２０，３２１，３２４

は

箱根神社 ３４６
長谷寺 ４０
八王子山 ３２４
八幡宮（長浜市宮前町） ３８５，３８６
八幡神社（長浜市木之本町） １９８

林寺 ３０
飯道神社 ３１０
飯福寺 １０４，１２７，１２９

ひ

比叡山 →延暦寺
比叡山寺 ２１０，２１４，２２２
日吉大社 →ひよしたいしゃ
日置前廃寺 １６
尾蔵寺 １７８
檜尾古寺 １６８
日牟禮八幡宮 ３１１
百済寺 １７
兵主神社 ３０９
日吉神社（長浜市高月町） ２５～２８，３０，３１，

３４，４４，７４，８２，８４，８５，９５，１０４，１１１，１１７，１３１，
１３５，１５０，１６６，１６７，１７０，２０３，２６１，２６２，３４４，
３６４，３６５

日吉大社 ２４１，３２４，３３２
――牛尾社 ３２４
――三宮社 ３２４
――神宮禅院 ３２４

ふ

峯定寺 ２８８，２９０，２９１
仏国寺 ２０２

へ

遍照寺 ２３４，２３７

ほ

報恩寺 １７
法界寺 ２０２，２０７，２０８，２２０
宝慶寺 １４７
宝光寺 １６２，２０４，２１７，２１８，２６３
宝積寺 ２０９
法成寺 ２３５
法堂寺廃寺 １６
宝菩提院 ９２，１９２
法用寺 ２８８～２９１
法隆寺 ３１，６４，６５，９４，１４７，１４８，２０３，２３４，３２８
――講堂 ２０３
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真如堂（真正極楽寺） １６２，１８２，２０５～２０７，
２１９，２３４，２３７～２３９，２４２，２５９，２６３，２６４

新放生寺 ３８６
新薬師寺 ６０，６３～６６

す

崇福寺（跡） １５～１７，３６７

せ

盛安寺 １６２，２５８～２６０，３２３，３２５
棲霞寺 →清涼寺
青龍寺 １６０，１８１
清涼寺（棲霞寺） １６１，１７５，１９１，１９４，１９５，

３２３，３２６，３６５
世尊院跡 ２１
瀬田廃寺 ２３
石窟庵 １４７
千手院 ２８，２６２
専修院 ４０～４２
善勝寺 １６３
禅定寺 ２０３，２３４
善水寺 ８，２３，３７，３８，４２～４８，１６３，２０２～２０４，

２１９，２２１，２３４，２３７，２３８，２４０，２４２～２４４，
２５７～２６１，２６６，２６９，２７３，２８８，２８９，２９１，
２９７，３１２，３１５，３１７，３１８，３２０～３２５，３２７，
３２９，３３０，３３２，３３４

前唐院 →延暦寺
禅林寺 １６０

そ

惣持院 →延暦寺
惣持寺 ３０９，３１０，３５６，３５９，３６５，３６６，３７３，３８３，

３８５
――毘沙門堂 ３０９
惣持坊 ３６６

た

大安寺 ３１，６３～６５，９２，９３，１１３～１１６，１３２，
２１３

泰雲院 →高野山
大吉山寺（大吉寺） ２７１，２７２
大岡寺 ２０３，３１０，３１１，３４７

大光寺 ２３，４０
醍醐寺 ９２，１７５，２８８，２９０，２９１
大将軍八神社 ３７４
大山寺 １７５
大蔵寺 ２８８
大日寺 ３１０
大般若寺跡 １６
太平寺 ３６６
大宝寺 １７５
大宝神社 ３１１
大菩提寺 ３４９，３７２
当麻寺 ２０９
高尾寺 １２６，２６６，２６７
高野神社 １２７
竹田神社 ３０６
建部大社 ３１１，３１２
多田幸寺 １６２，１７９，１８１，２６５，２７０
多田寺 １４８
橘寺 ３２８，３２９
橘堂 １６２，１７６，２１７
多度神宮寺 ２１，３３

ち

竹生島 ２７１
中禅寺 ２８８，２９１
長源寺 ２０４，２６３
長福寺 ３２３

つ

津宇寺 １００
椿神社 ３１０，３４７

て

天台山 ３２６

と

戸岩寺 １２７
渡岸寺 →向源寺
東寺 ６１，６３～６５，６７，１６２，１７６～１７８，１８０，１９０
～１９３，２３０，２３９，３１１，３４５，３７３

――講堂 ６３～６５，６７，１６２，１７６～１７８，１９０
～１９３，２３９
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熊野速玉大社 ３４７
鞍馬寺 ３７５
久留弥多神社 ８７，１１１
黒田観音寺 ２５，２６，２８，１０４，１０９，１１０，１１２，

１１７，１９２，２６２，２６８，３６４，３６５

け

鶏足寺 ２５～２８，３１，３７，５１，７１，７４，９１，１０３，
１０４，１１３，１１４，１２４，１２６，１２７，１３１，１３９，
１４０，１５０，１５１，１６６，１９２，２６１，２６２，２６６，
２６８，３６２，３６４，３６５

幻住庵 ２３０

こ

甲賀寺 ２３，４７，８８，１３１，１５１
光眼寺 １２６
向源寺（渡岸寺） ２５，９３，１０４，１２５，１３９，１６１，

１６５，１７５～１８０，１９２，１９３，１９５，２０３，２０９，
２６２，２６４，２６５，２７８～２８０，２８８，２８９，２９１

弘仁寺 ３２８
興福寺 ２６，３１，６３～６８，９０，９１，９３，１０３，１１０，

１１３，１１４，１２６，１３０，２３４，２４０，３２５，３６１，
３６２，３７４，３７５
――東金堂 ６４，６５，３６１
――北円堂 ２６，６４～６８，９０，９１，１０３，１１３，
１１４，１３０，３６２

光明寺 １６７，１９２
高野山 １７７，３０４，３４６
――泰雲院 ３４６
広隆寺 ８５，８９，９４，１６７，２０２，２０３，２３４，２３８，

３２８，３７４
――講堂 ８９，９４，３２８
香�寺 １５９，１７４，２０９，２６９
国昌寺 ２０，４６，３７２
黒石寺 ３４６
五台山 １６１，１７２
己高山寺 ３７，１０９，１１０，１１７，１２４～１３４，１４３，

１５０，１６３，２６２，２６６，２６７，２７２，３６６
狛坂（寺） ３２，３３
衣川廃寺 １６
金剛勝院 １２５
金剛定寺 ３１，１５０

金剛心院 ２０８
金剛輪寺 ９，１７４，１９３，２０９，２６０
金勝山大菩�寺 ３２
金勝寺 ７，３１～３３，１１５，１３４，３０７，３０８，３１１，

３３４，３４１，３４２，３４５，３４８～３５２，３６７
金龍院 ２９７

さ

財賀寺 １７４，２８８，２９０，２９１
西教寺 ２６３
西光寺 １７５，２３９，２４０
最勝妙法寺 ３４，１３３
西大寺 ２１，３１，４６，４７
西明寺 ２６０
佐久奈度神社 ２０８，３４７
佐波加刀神社 ３４６
山王院 →延暦寺
三宮社 →日吉社

し

塩津港遺跡 ３４６
志賀山寺 ３１
赤後寺 ８６，１０４，１９２
石道寺 ８，２６，３７，１０９，１２５～１２７，１３９，１６３，

２０３，２１９，２４７～２４９，２５３～２５８，２６０，２６１，
２６６～２６８，２７３，３２３，３２５，３６３

舎那院 ２０２，２３４，２４１，３８５，３８６
充満寺（西野薬師堂） ２５，２６，１６２，１６３，２０２

～２０４，２１７～２１９，２６２，２６３，２６８，２６９，２７３，
３６３

常教寺 ３１，１６５，１７０，１９２，２０３
勝持寺 ６６
常住寺 ２４０
聖衆来迎寺 １６０，２０８，３２５
勝常寺 ６０
浄信寺 １１０
松禅院 １６１，１６９，１７０，１８２
正福寺 ２８１，２８２，２８８，２９２～２９７，３２３
聖林寺 ６１，８９～９４，１０２
新宮神社 ２９７
神宮禅院 →日吉社
神護寺 ９４，１９０，１９１，３７０

vi



円教寺 ２０２，２３４，２４１
延祥寺 ３７２
円満寺 １２６，１２７
延暦寺 ５，７～９，３８，９２，１２６，１５７～１６３，１６５

～１６７，１６９～１８２，１９２，１９３，１９５，１９６，２０２，
２０７～２１４，２１６，２２０～２２５，２３９～２４４，２６３
～２６６，２６９，２７０，２７２，２７３，２７８，２８０，３０４，
３０８，３１２，３２１～３２８，３３０～３３２，３３４，３３５，
３４４，３５０，３６１，３７６，３８７
――一乗止観院 １５８，１６５，１７０，１７１，２１０，
２１２，２１３，２１６，２２２，２２４，２６３，３１２，３２１，
３２６，３３０，３３１，３５０
――飯室院不動堂 ３２４
――経蔵 ２２２，２２３，３２１
――黒谷 １８１
――講堂 １７６，１９５
――根本中堂 １５７，１５９，１６２，１６３，１６５，
１７１，１８２，２０７，２１０，２１１，２１６，２２０～２２５，
２３９～２４２，２６４，２６６，２６９，３２１～３２３，３２５
～３２７，３３０～３３２，３７６

――西塔 １７４，１７９，１９５，２４２，３２２，３６１
――西塔釈�堂 ２４２，３２２，３６１
――山王院 １７０，３４４
――常行三昧堂 １７４～１７６，１７９，１８０，１９５，
１９６，２０９
――神宮寺 ３２４
――随自意堂 １９３
――前唐院 １７６
――惣持院 ２２３
――大講堂 ３２２
――東塔 １７４，１７９，１９５，１９６，２０９，２１４，２２１
――法華総持院 １６１，１７２
――無動寺 ３２４
――文殊堂 ２２２，３２１
――薬師堂 ２２２
――横川 １７４，３２８，３８７
――横川中堂 ３８７
――楞厳三昧院 １７４
円隆寺 ２０２

お

近江国分寺 ２３，１１６，１６５，１７１，２６９

近江国分尼寺 ２０，４６
小江神社 １１３
大島奥津島神社 ３４，３０７，３３４
大島奥島神社神宮寺 ３３４
大見神社 ３４６
大神神社 ８９
大御輪寺 ８９，９０
岡寺 ２２
小川廃寺 １６
奥島神宮寺 ３４
小槻大社 ３０５～３０７，３４７，３４８
小津神社 ３１１
園城寺 ５，７，１５，１６０，１６２，１６７～１７０，１７８～

１８２，１９２，２３３，２３４，２４３，２６５，２７８
――唐院 １８１

か

春日神社 ２４０，３０６
勝尾寺 １９２
金居原薬師堂 １９８，１９９，２０５～２０７，２０９，２１８
～２２１，２２４，２６３，２６４，２７３

竈門山寺 ２１５
上醍醐薬師堂 １９２，１９５
蒲生堂廃寺 １８７
川原観音堂 １７
観慶寺 ２４０
元興寺 ３０９，３３４
菅山寺 ２６，３６４
観心寺 １９０，１９１
岩船寺 ２０３，２３６
観音寺 ９０，９３，１２６，３６６，３７３，３８７

き

�園社（�園感神院） ２４０，２４１，３７４
玉泉寺 ２７０
清水寺 ２４０，２４１
金峰山 １９

く

久世廃寺 ４２
弘福寺 １３２
九品寺 ２２１，２５８，２５９，３２３

索 引
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藤原道長 ３２１
藤原師氏 ２３９
藤原良房 １６１，１７７，３２１，３２７
藤原頼忠 ２７２
藤原頼通 ３２１
武宗 １５８，１７２
文屋真人浄三 ９０

ほ

法教 ２１
宝慶 ３０
法宣 ３０

ま行

満願禅師 ２１
満預 １１３，２７２，３２９
三津首百枝 ３２４
源融 ３６５
聞寂 １１６，２１３
文徳天皇 １６１，１７７

や～わ

倭建命・日本武尊・倭武皇子 ３０９，３５５，３６７，
３６９，３７５，３７６

惟首 ３２１
宥珍 １２６
余慶 ２２４，２３９
劉慎言 １７２
良源 ８，１６２，１６３，１７４，２１１，２１７，２２３，２２４，２４１，

２７０～２７２，３２１，３２３，３３３，３６６
良弁 １９，２０～２３，３０～３３，４６，１３１，２４３，３４１，

３４８
和気弘世 ２１５

【寺 社 名】

あ

秋篠寺 ９２
朝田寺 ３２８
集町観音堂 ２１７
穴太廃寺 １５，１６
阿弥陀寺 ２３，４０，４１，４７
安産寺 ３２５，３２７，３２８，３３０，３３２
安祥寺 １９０，１９１，３２６
安念寺 １１０，２６８
安楽寺 １２６

い

医王寺 ２５，２６２
伊香具坂神社 １０９，１２９
伊香具神社 １２８
石居廃寺 １６
石塔寺 １６，１８７，３０６
石馬寺 ２６０
石山寺 ５，１８～２４，２９，３３，４４，４６～４８，１３１，１５１，

１５７，１６７，１７１，１９２，２０３，２３０，２３１，２４３，２４４，
２５８，２６０，２６３，３４１，３７３

一乗止観院 →延暦寺
一之宮神社 ２３０
因幡薬師堂（平等寺） ２３４，２３８
井口日吉神社 ２６７
伊吹山護国寺 １３４，３１０，３６６，３７１，３７２，３８７
伊吹山寺 ３０９，３７３
伊吹山四箇寺 ３７２
飯室院不動堂 →延暦寺
石清水八幡宮 ２７２
伊波太岐神社 １０９，１２９

う

上野庵寺 ３７３
牛尾社 →日吉大社

え

永昌寺 ３７，２３４，３１２，３２５，３２７，３２９，３３２

iv



賢和 ３４，１３３，３０８，３３４

こ

広円 １１６
孝謙上皇 ２０，４６
康尚 ８，２３５，２４３，２４４，３２２
光定 １７１，２１３，３３０，３３１
広智 １１６，３４６
光澄 ２６６
豪澄 ９
己知帯成 ２２

さ

最澄（伝教大師） ７，３７，８６，１１５，１１６，１２５，
１２６，１５７，１５８，１６３，１６５，１６６，１７０～１７２，
１８０，２０７，２０８，２１０～２１２，２１４～２１７，２２０，
２２１，２２４，２６４，２６６，２６７，３１５，３２１，３２３，３２４，
３３０～３３３

佐伯宿�今毛人 ４６
嵯峨天皇 １６６，３３０
雀部浄人 ２２
三修 ３０９，３７１，３７２

し

慈円 ２４２
実忠 ３１，１５０，３１０
志斐連公万呂 ２２
修円 ３２５
春全 １２５，１２６，２６７
淳仁天皇 ２０，４６
淳祐 ２４３
静安 ３３，３４，１３３，３４９
章懐太子 ３４５
静観 １７９
浄源 ３２８
承澄 ９
定朝 ２３５，２３７，２４４
聖徳太子 １７，１９，２３，１５０，２８１，２９７
称徳天皇 ３４１
聖宝 １７８，１８０
聖武天皇 １７，１９，２０，２２，２３，３３，４６，１３１，２４３
神功皇后 ３６８

審祥 ３２
真忠 ２１５

す

崇峻天皇 ３６８

せ

清和天皇 １６１

そ

相応 １７９，１９５，３２４
蘇我馬子 ３６８
尊意 １６２，２２３，２７０
尊賢僧正 ２０

た行

泰澄 １２５
忠快 ９，３２６
中信 ２４１
伝教大師 →最澄
天智天皇 ２０，３１，２７１
道忠 １１６，２１３
徳一 １１５，１１６
伴国道 ３２１，３３０
曇無讖 ３４９

に

如静 １６０
仁康 ３２８
仁忠 ２１５，２１６
仁明天皇 １６１，１７７，３１０，３４９，３７１，３７２

は

法全 １６０，３４６

ひ

日野資業 ２２０

ふ

藤原三守 ３３０
藤原武智麻呂 １５７，３０９，３６９
藤原仲麻呂 １５７，３６９

索 引
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索 引

※註・図表をのぞく本文中より、「人名」「寺社名」「像名」「史料名」の４種類に
わけて抽出した

※「像名」のうち、本文中で一章を割いてとりあげている像は、該当章のページ
を太字で表記した

【人 名】

あ

麻田連陽春 １５７
安都雄足 ２２
安都宿�雄足 ２９
安円 ２７１
安恵 ２７１

い

膽香瓦臣安倍 ７７，１２８
伊香刀美 ７５，１２８
石田三成 １２６
一乗忠 ２１５，３２４

え

恵勝 １１３
恵美押勝 ４６
会理 １７８，１８０
延慶 ３６９
円載 １５８
延最 ２１４
円修 １５８，１６０，２１４，２２０，３２５～３２７，３３０
延昌 ２３９
円澄 ２１４，３３０，３３１
円珍 ７，１５９～１６３，１７４，１７９，１８１，２０９，２１５，

２２０，２２２，２２３，２６４，２６５，２７８，３２１，３２６，３３１
～３３３

円仁 ７，１５８，１５９，１６１，１６３，１６６，１７２～１８０，
１８２，１９３，１９５，２０５，２０８～２１０，２１７，２２０，
２２２，２６４，２６５，２７９，２８０

延法 ２６７

お

大伴宿�伯麻呂 ４６
息長丹生真人常人 ２２

か

戒算 ２０５
�坂王 ３６８
上楯万呂 ２２
願安 ３２，３４，３４８
鑑真 ２７，６７，１３０，３６２

き

喜慶 ２７０
義浄 ３４９
義真 １５８，１６０，２１４，２２０，３２５，３３０，３３１
行基 １７，８６，１２５，１２６，１３３
行表 １１６
金珍 １５８

く

空海 １６１，１６２，１７６～１７８，１９０，２１５
空也 ２３９

け

慶尊 ２６７
元簡 １６０
賢憬 ２１，３２５
賢真 ３４
顕祚 １７９
堅慧 １５８，１６０，２２０，３２５～３２７
元明天皇 ３７
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